
第２編 火山噴火対応計画 第１章 火山噴火への対応

第１節 火山噴火の想定

1995年９月に伊達市・虻田町・壮瞥町・豊浦町・洞爺村・北海道は、有珠火山における山頂噴

火による火砕流、火砕サージ、噴出岩塊等を想定して「有珠山火山防災マップ」を作成した。そ

の後、2000年噴火をうけ見直しを行い、2002年３月に新たな「有珠山火山防災マップ」を作成し

た。

＜山頂噴火による火砕流・噴石・降灰の予測図＞
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＜山頂噴火による融雪型泥流・降雨型泥流（土石流）の予測図＞

＜山麓噴火による火砕流・噴石の予測図＞
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第２節 火山噴火対応計画のながれ

火山噴火対応計画は、有珠火山の特徴から、概ね次のような噴火活動の段階に対応した応急対

策を実施することを基本とする。

噴火の段階 主な対応の原則

異常現象の発生
噴

火

対

応

Ⅰ 噴火地点 最大の噴火(山頂噴火)
噴火のおそれあり

期 が未確定 を想定した 避難体制

噴火地点 避難地区を限定した避噴火活動

が確定 難対策(噴火前を含む)

噴

避難の長期化に対応した応急対策
火

対

応 噴

Ⅱ 火

期 対 除灰などの対策大量の降灰な

応 遠隔地への避難対策ど大規模な噴

火活動が継続Ⅲ

期

噴

火 一時帰宅・避難解除などに対応した
噴火活動の縮小

対 応急対策

応

Ⅳ

期

災害復旧・復興へ向けた対策
復

噴火活動の終息
旧

・

復

興

＜火山噴火対応計画のながれ＞
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